
GIGAスクールサポーター配置に向けて

『GIGAスクール構想』という言葉は聞いたことがあるけど、端末・ネットワーク整備の導
入から運用開始まで、「何をどうしたら良いのか・・」「やることは分かったが、日々の授業や校
務に追われ考える時間も、事業者と打合せする時間もない・・」など、GIGAスクール構想の実現に
は様々な課題があります。
タブレット端末が納品され、無線LANネットワーク工事が完了しても、実際に児童生徒が利用で
きるようになるためには、運用ルールを定め、それを周知させたり・・と運用開始時特有の課題も
山積みです。

「GIGAスクール構想」の早期実現には
「GIGAスクールサポーター」が必須です！

1人1台端末？
無線LANネット
ワーク工事？

何から始めれば
良い？

どうやって子供た
ちに使わせよう？

～ウチダGIGAスクールサポーターなら、こんなことできます！～
ウチダは、従前から公立私立問わず、『1人1台端末＋無線LANネットワーク構築及び運
用』の実績があります。ICT環境整備の設計、使用マニュアル（ルール）の作成、工事や
納品対応、使用方法周知などについても相応のノウハウを蓄積しています。児童生徒の利
活用イメージを基にしたICT環境整備、教職員にも児童生徒にも分かりやすいマニュアル、
動画での使い方サポートなどを提供いたします。
また、GIGAスクールサポータ―が配置されてさえいれば、GIGAスクールがすぐに実現する
わけではありません。稼働後においてタブレット端末やネットワーク機器の運用管理を担
う「運用SE」、効果的なICT利活用を支援する「ICT支援員」らと密接に協力してこそ、
GIGAスクール構想は実現します。ウチダは、「GIGAスクールサポータ―」に加え、「運用
SE」、「ICT支援員」、「ヘルプデスク」など、GIGAスクール構想に必要な『一体化した
運用支援サービス』を提供できます。
『GIGAスクールサポータ-』に関する疑問、ご予算などのご相談をお待ちしております。

事例１：対面ガイダンス（タブレットの受け渡し、講師によるガイダンスなど）

事例2：タブレット導入ガイダンスマニュアル 事例3：動画によるガイダンスサポート

※講師のガイダンスに従い、生徒が自分で電源ONからサインイン、シャットダウンまで自力でできるようサポートします。

※ガイダンステキストを見ながら動画で操作を確認できるガイダンス動画。
生徒が飽きずに視聴できるよう短い動画で提供しています。

※生徒向けの場合
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【文部科学省「令和２年度補正予算概要説明」抜粋】

・・・急速な学校ICT化を進める自治体等を支援するため、学校におけるICT環境整備の設計や
使用マニュアル（ルール）の作成などを行うICT技術者の学校への配置経費を支援する・・・

〇配置人員 ：4校に2人の配置を目安
〇業務内容 ：学校におけるICT環境整備の設計、工事・納品における事業者対応、

端末等の使用、マニュアル・ルールの作成等
〇補助対象校：公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、

特別支援学校
〇補助割合 ：GIGAスクールサポーターの配置に要する費用の１／２相当額
〇標準補助額：対象学校数÷４校×２名×年間２３０万円×１／２（半年）×１／２（補助率）

これら課題の解決支援を担うのが

『GIGAスクールサポーター』です。
『GIGAスクールサポーター』の配置に係る費用には、
国の補助金を利用することができます。

GIGAスクールサポーター配置に向けて

【GIGAスクールサポーター配置例】

GIGAスクールサポーター配置に係る補助金は、地域や学校の実情に応じて効果的に環境の整備等
を支援するという観点から、例えば高単価人材を配置し1人あたりの担当校を増やしたり、配置期
間を1年とするなど、弾力的な運用が可能です。

① A市立小中学校10校
標準補助額 10校÷4校×2名×230万円×1/2×1/2＝2,875,000円
（配置例）GIGAスクールサポータ― 2名を12か月配置

② B市立小中学校20校
標準補助額 20校÷4校×2名×230万円×1/2×1/2＝5,750,000円
（配置例）GIGAスクールサポータ― 5名を6か月配置

ICT支援員 2名を6か月配置

③ C市立小中学校50校の場合
標準補助額 50校÷4校×2名×230万円×1/2×1/2＝14,375,000円
（配置例）GIGAスクールサポータ― 3名を6か月配置

運用SE 1名を12ヶ月配置
ICT支援員 6名を6か月配置


